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撮影場所：竹下通り・ラフォーレ原宿前・渋谷109前

天気：快晴 　　最高気温 20.7 度　　最低気温 9.7 度　　平均気温 14.7 度　

撮影日：2022 年 10 月 20 日 撮影時間：11：00～14：00

サンプル数：311
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調査結果

コート

ジャケット

合計

ノーカラーコート
合計

レザージャケット

テーラードコート
ステンカラーコート
フードコート

トレンチコート

テーラードジャケット
スリーブレスジャケット
シャツジャケット
デニムジャケット
ノーカラージャケット
カジュアルジャケット
キルティングジャケット

ワーク・ミリタリージャケット
カジュアルブルゾン
ボアブルゾン

ファー付きジャケット
合計

1
12
16

2
2
2

5

12
12
7
6
5
5
3
3
3
3
1
76

1.1％
13.7％
18.2％

2.3％
2.3％
2.3％

5.7％

13.6％
13.6％
8.0％
6.8％
5.7％
5.7％
3.4％
3.4％
3.4％
3.4％
1.1％
86.3％

8.3％
100.0％
21.1％

16.7％
16.7％
16.7％

41.6％

15.8％
15.8％
9.2％
7.9％
6.6％
6.6％
3.9％
3.9％
3.9％
3.9％
1.4％
100.0％

88 100.0％ ー

大分類 小分類中分類 着数 中分類構成比大分類構成比
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調査結果
大分類 小分類中分類 着数 中分類構成比大分類構成比

トップス

無地カットソー

カットソー

ニット

シャツ＆ブラウス

62 40.3％19.9％

合計 312 ー100.0％

ワンポイントカットソー
21 13.6％6.7％

カレッジプリントスウェット
11 7.1％3.5％

ボーダーカットソー
7 4.5％2.2％

総柄カットソー
5 3.3％1.6％

無地パーカ
1 0.7％0.3％

グラフィックパーカ
12 7.8％3.9％

その他のパーカ
12 7.8％3.9％

カットソーカーディガン
7 4.5％2.2％

その他のカットソー
13 8.4％4.2％

合計
3 2.0％1.0％

無地ニット
154 100.0％49.4％

無地ニットカーディガン
45 42.5％14.4％

柄ニット
38 35.8％12.2％

ニットベスト
12 11.3％3.8％

合計
11 10.4％3.5％

無地ブラウス
106 100.0％33.9％

柄ブラウス
29 55.8％9.3％

無地シャツ
5 9.6％1.6％

柄シャツ
13 25.0％4.2％

スリーブレストップス
3 5.8％1.0％

合計
2 3.8％0.6％

グラフィックカットソー

52 100.0％16.7％
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調査結果

大分類

ワンピース

小分類

柄ワンピース

無地ワンピース

キャミソールワンピース

ミニワンピース

ニットワンピース

カットソーワンピース

合計

11

6

5

5

2

5

34

32.4％

17.6％

14.7％

14.7％

5.9％

14.7％

100.0％

着数 全体構成比
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調査結果

ボトムス

パンツ

スカート

合計

スキニー
ショート
ワイド

デニム

ストレート
フレア
柄パンツ
テーパード
サロペット
カーゴ
合計
ロング丈
ミニ丈
ミディ丈

ジャンパースカート
合計

23
22
22

37

21
14
12
6
6
3
166
47
30
23
10
110

8.3％
8.0％
8.0％

13.4％

7.5％
5.1％
4.3％
2.2％
2.2％
1.1％
60.1％
17.0％
10.9％
8.4％
3.6％
39.9％

13.9％
13.3％
13.3％

22.3％

12.6％
8.4％
7.2％
3.6％
3.6％
1.8％
100.0％
42.7％
27.3％
20.9％
9.1％
100.0％

276 100.0％ ー

大分類 小分類中分類 着数 中分類構成比大分類構成比
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コート
調査日は最高気温が 20.7 度、最
低気温が 9.7 度だった。コートの
着用率はアウター着用者の13.7%、
全体では 3.9%と少なかった。前
年の 2021 年はアウター着用者の
19.2%、全体では 7.8% だったこ
とから、天候面ではほとんど変化
がないものの、コートを含むアウ
ターの着用者は減少傾向にあるこ
とが分かった。

デザインはトレンチコートが多い
ものの、ステンカラーコートや
テーラードコート、フーディコー
トなど分散化していた。

素材は、昨年まで多かった薄手の
紡毛素材などを使用したライト
コートタイプとトレンチコートな
どの綿素材の両方が見られた。

カラーはベージュが中心で、ス
モーキーなピンクやサックスの着
用も見られた。

・

・

・

・
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レザージャケット
レザージャケットはジャケット
着用者の21.1%が着用しており、
ジャケットでは最も多くの着用
者が見られたアイテムとなった。
この傾向は2021年も同様であっ
たことから、秋の定番アイテム
として定着している可能性があ
ると思われる。

カラーはブラックが多く着用さ
れていたが、ベージュなどのカ
ラーレザーの着用者も見られた。

デザイン面ではライダースジャ
ケットが非常に多く、コレクショ
ンなどでは様々なレザージャケッ
トが見られたが、国内市場では
ライダースが中心であることが
分かった。レングスはショート
丈が多く着用されていた。

・

・

・
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テーラードジャケット
テーラードジャケットはアウター
着用率 2位で 15.8%だった。前
年の2021年も着用率は2位だっ
た。トレンドアイテムのロング
サイクル化が発生しており、ヤ
ング市場でも順位の変化が少な
くなっていると思われた。

店頭で多く見られたショートジャ
ケットは少なく、レギュラーレン
グスのダブルブレストが多く着用
されていた。

素材は綿、ウールのほかフクレ
ジャカード素材、ツイード素材
などが着用されていた。また、
無地が多いものの、先染めチェッ
ク素材の着用者も多く見られた。

・

・

・
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スリーブレスジャケット
スリーブレスジャケットは着用
の変化が最も大きなアイテムと
なった。2021 年 10 月には着用
者が見られなかったが、2022年
4月の調査ではジャケットの着
用率 1位となった。今回の調査
では、テーラードジャケットと
並んで着用率は2位となっていた。

デザイン面でも、2022年 4月の
調査では、スリーブレスジャケッ
トやジレが大半であったが、今
回のリサーチでは、ファーベス
ト、ジレ、ユーティリティベスト、
ダウンベストなどさまざまなデ
ザインが着用されていた。

2023 年以降も、特定のデザイン
ではなく、ノースリーブアウター
全体の傾向として注目する必要
があると考えられる。

・

・

・
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シャツジャケット

デニムジャケット

シャツジャケットは2022年春の
着用率 9.3%に対し今回は 9.2%
とほぼ同じ着用率となっていた。
フラップポケット付きのCPOジャ
ケットタイプのデザインが多く見
られた。

カラーはオフホワイトやベージュ
などナチュラル系カラーが多く、
素材はカジュアルな綿素材のほ
か、紡毛素材やコーデュロイ素材
の活用も見られた。

・

・

デニムジャケットの着用率は2022
年 4月の 9.3%に対して、今回は
7.9% と減少していた。トレンド
面では非常に注目度が高く、店頭
での展開も増加しているが着用者
は増加していないアイテムとなっ
ていた。

デザイン面ではショート丈のジー
ジャンタイプが多いが、ルーズな
シルエットのシャツジャケットな
どの着用者も見られた。

・

・
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その他のジャケット
着用者は少ないものの、さまざ
まなデザインのジャケットが着
用されていた。2021 年との比
較で目立ったのは、2021 年に
9.5%（アウター3位）の着用だっ
たボアジャケットが今回のリ
サーチでは 3.9% と少なかった
点である。

そのほか、キルトジャケットや
スタジアムジャンパー、ノーカ
ラージャケット、ミリタリー
ジャケットなどさまざまなデザ
インが見られた。

・

・
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無地カットソー①
今回のリサーチ結果では、トップス
の着用率で、カットソーは49.4%、
ニットは33.9%、シャツ&ブラウス
は16.7%という結果だった。2021
年10月の調査では、カットソーは
36.3%、ニットは45.4%、シャツ&ブ
ラウスは18.3%だったことから、前
年比ではカットソーは大幅な増加、
ニットは減少、シャツ&ブラウスは
やや減少という結果となった。

無地のカットソー着用者は2021年の
48名から62名に増加していた。着
用はコートやジャケット、カーディガ
ンなどのインナーとしての着用と単品
トップスの着用に2分されていた。

インナーとしての着用はシンプルなク
ルーネックが多く着用されていたが、
フリルネックやボトルネックなどの衿
周りのデザイン変化も見られた。

カラーはホワイトが多く、続いてブ
ラックが着用されていた。

夏から秋に注目されていた、半袖トッ
プスにアームカバーをコーディネート
するスタイルも見られた。

・

・

・

・

・
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無地カットソー②
インナーとしてのカットソー着
用では、ジャケットやコートイ
ンのほか、カーディガン、プル
オーバー、ベストのインナーと
しての着用が多く見られた。

2022 年夏のトレンドとなってい
た Y2K の影響は秋冬でも継続し
ており、ショート丈トップスの
着用も見られた。

レイヤードはニットプルオーバー
とカットソーTシャツのコーディ
ネートでも多く見られ、ホワイ
トの T シャツを利用した裾レイ
ヤードが見られた。

インナーとしての着用の場合は、
ホワイトのロングスリーブTシャ
ツが多く着用されていた。

・

・

・

・
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無地カットソー③
単品トップスとしてのカット
ソー着用では、コンパクトなシ
ルエットも見られたが、全体的
にはゆったりとしたルーズシル
エットのスウェットなどが多く
着用されていた。

素材は綿の裏毛素材やスムース
素材など中肉でボリューム感の
ある素材が多く着用されていた。

カラーはホワイトやオフホワイ
トが中心でブラックも多く着用
されていた。その他のカラーの
着用者はわずかだった。

・

・

・

13



グラフィックカットソー
ヤングではスウェットや Tシャ
ツのフロント部分にグラフィッ
クのプリントなどを施したトッ
プスの着用率が無地のトップス
に次いで多く 21 名の着用が見
られた。

ストリート系のグラフィックも
多く、コーディネートもカラー
パンツやミニ丈のプリーツス
カートなどトレンド性の感じら
れるものが多く見られた。

話題の派手髪も見られ、Z世代
ならではのトレンド感が感じら
れるものとなっていた。

・

・

・
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ワンポイントカットソー
胸元などにワンポイントのプリン
トや刺繍を施したカットソートッ
プスも11名に着用されていた。

カラーはホワイトとブラックが
多くその他ではグレーやブルー
などが着用されていた。

素材は大半が裏毛素材などの中
肉でボリューム感のある素材が
活用されていた。

単品トップスとしての着用のほ
か、ブルゾンやベストのインナー
としての着用も見られた。

・

・

・

・
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カレッジプリントスウェット

その他の柄カットソー

数シーズン前より継続して人気の
カレッジテイストのフロントプリ
ントを施したスウェットが今シー
ズンも見られた。

他のアイテムはホワイトやブラッ
クが多く見られたが、カレッジプ
リントはトップグレーやサックス
ブルーなどが着用されており、店
頭ではネイビーやグリーンなどの
トラッドカラーが展開されていた。

・

・

ボーダーも前年に続き着用が見られ
た。マルチボーダーなどの着用は見
られず、モノトーンやホワイト×レッ
ドのバイカラーボーダーなどシンプ
ルなボーダーが着用されていた。

ボーダー以外では、総柄プリントな
ども見られたが着用はわずかだった。

単品トップスとしての着こなしのほか、
インナーとしての着用も見られた。

・

・

・
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無地パーカ
パーカの着用者は2021年 10月
のリサーチでは 15 名だったが、
今回のリサーチでは 31 名と倍
増していた。

2021 年 10 月のリサーチでは、
インナーにリボンブラウスを
コーディネートしたフェミニン
テイストなどが見られたが今
シーズンはフリルをあしらった
デザインの着用が見られた。

カラーはホワイトやオフホワイ
トを中心にグレーやカーキなど
のベーシックカラー、ピンクや
ブルーなどのブライトカラーな
どが着用されていた。

・

・

・
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グラフィックパーカ

その他のパーカ

スウェットトップス同様、パー
カでもカレッジテイストのグラ
フィックプリント、ワンポイン
トプリント、スポーツブランド
ロゴなどの着用が見られた。

着こなしはカジュアルが多く、
ルーズシルエットのパーカにマ
イクロミニスカートのコーディ
ネートも見られた。

・

・

パーカの場合はプルオーバータ
イプが多かったが、フロントフ
ルジップやショート丈パーカの
着用が少数ながら見られた。

・
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カットソーカーディガン

その他のカットソー

2021年には着用が見られなかったカッ
トソーカーディガンは、2022年春物か
ら登場し、今回のリサーチでは13名
の着用となった。

春にも見られた裏毛素材などを使用し
たUネックのカーディガンのほか、ニッ
トで注目されるボレロ調カーディガン
がカットソーでも着用されていた。

カラーはベーシックカラーに加えグリー
ンなどのビビッドカラー、柄では市松
柄や花柄プリントの総柄なども着用さ
れていた。

・

・

・

着用者は 3名とわずかだったが店
頭で多くの展開が行われている、
ジップアップの襟付きカットソー
の着用が見られた。

注目アイテムの 1つであり、今後
の増加の可能性があるアイテムで
あると思われる。

・

・
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無地ニット①
ニットの着用率は 2021 年がトッ
プスの 45.4% だったのに対し、
今回のリサーチでは 33.9%で大
幅な減少となった。

無地のプルオーバーが最も多く着
用されており、今回はニット着用
者 106 名中 45 名の着用だった。

単品トップスでは多くの人が着用
していたのはシンプルなデザイン
でルーズシルエットのニットプル
オーバーだった。

ブラックの着用者が多く、その他、
オフホワイトやスモーキーなパス
テルカラー、ブラウンなどが着用
されていた。

ミドルゲージのニットが多く、ク
ルーネックやボトルネック、ター
トルネックの着用者が多かった。

・

・

・

・

・
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無地ニット②
ルーズシルエットのニットプル
オーバー以外では、ショート丈
のプルオーバー、袖ボリューム
のニットプルオーバー、Vネッ
クプルオーバー、配色ステッチ
アクセントのプルオーバーなど
さまざまなデザインプルオー
バーが着用されていた。

ショート丈プルオーバーではイ
ンナーに T シャツやシャツを
コーディネートして裾を出すレ
イヤードコーディネートも見ら
れた。

編地ではケーブルや畦などのミ
ドルゲージの編地が着用されて
いた。

・

・

・
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無地ニット③
単品トップスとしてのニットの
ほか、インナーとしてのニット
着用も多かった。

コート、ジャケット、ベスト、
ジャンパースカートなどさまざ
まなアウターのインナーとして
ニットプルオーバーが着用され
ていた。

ファインゲージが多かったが、
一部、ざっくりとしたミドル
ゲージのニットプルオーバーも
着用されていた。

襟もとはクルーネック、Vネッ
クのほか、ボトルネック、ター
トルネックが多く着用されてい
た。

・

・

・

・
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ニットカーディガン①
ニットではプルオーバーの着用
者が 45 名で最も多かったが、
第 2位がカーディガンで着用者
は 38 名だった。

カーディガンの丈はショートか
らロングまで様々なレングスの
ものが着用されていた。

ケーブルやアラン柄などのミド
ル~コースゲージのベーシック
カーディガンが多く着用されて
いた。店頭でも増加しているヘ
アリーヤーンのカーディガンも
着用が見られた。

Uネックと Vネックの 2タイプ
のカーディガンが着用されてお
り、ボタンではメタル釦などの
活用も見られた。

・

・

・

・
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ニットカーディガン②
カーディガンではヒップ丈から
ロング丈のカーディガンの着用
も見られた。

カラーはホワイト、オフホワイ
ト、ベージュ、グレーなどのベー
シックカラーのほか、ラベンダー
やサックスブルーなどのウイン
ターパステルの着用も見られ
た。

ウールのストレートヤーンのほ
か、ヘアリーヤーンやブークレー
ヤーンなどの意匠糸の活用も見
られた。

・

・

・
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ニットカーディガン③
ヤング市場ということもあり、トレン
ドのショート丈カーディガンやボレロ
ニットカーディガンの着用も見られた。

デニムとコーディネートした Y2Kテ
イストのほか、インナーにブラウス
を着用しティアードスカートとあわ
せたフェミニンスタイルも見られた。

カラーはベーシックカラーのほかブ
ライトカラー、パステルカラーが活
用されていた。

・

・

・
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ニットベスト
ニットベストの着用率は 2021 年
がトップスの 3.4%だったのに対
し、今回のリサーチでは 3.5%と、
ほとんど同じ着用率だった。

インナーにホワイトの Tシャツ
やシャツを着用し、ブラックの
ニットベストをコーディネート
する人が多く見られた。

そのほかオフホワイトやチェッ
ク柄のニットベストが着用され
ていた。

・

・

・
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柄ニット
プルオーバーやカーディガンで
柄物のニットを着用する人も見
られた。

2021年に多かったモノトーンの
シャネル風カーディガンやセッ
トアップは見られず、さまざま
な柄の傾向が見られた。

ボーダーやブロックチェック、
アーガイルなどのオーセンティッ
クな柄のほか、花やチョウなど
のモチーフ柄、エスニック調の
総柄などが着用されていた。昨
年から継続されているグラデー
ションニットも見られた。

・

・

・
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無地ブラウス①
シャツ&ブラウスの着用率は2021
年の18.3%に対し、今シーズンは
16.7%で、微減となっていた。

無地ブラウスに関しては2021年
の 27 名から 29 名と 2名の増加
となっていた。

着用には単品トップスの着用と
インナーとしての着用の 2つの
着用が見られた。

単品トップスとしての着用では
フリルやギャザーを取り入れた
デザインが見られたほか、トレ
ンドの表面変化素材の活用も見
られた。

カラーはホワイトが多く、その
他、ブラックやラベンダー、ブ
ラウンなどのカラーが着用され
ていた。

・

・

・

・

・
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無地ブラウス②
インナーとしてのブラウス着用
の場合、アウターはカーディガ
ンやベストが多く、そのほか、
ファーベスト、ライダースジャ
ケット、コートインとしての着
用などが見られた。

襟もとにリボンやビッグ襟など
のデザインポイントのあるブラ
ウスが多く着用されていた。

パンツとのコーディネートが多
かったがミニスカートのスタイ
ルも見られた。

・

・

・
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柄ブラウス
着用者数は5名のみと少なかったが
柄物のブラウスの着用が見られた。

レース、ドットプリント、花柄、先染
めチェック柄が着用されていた。

ボウタイやリボン、フリル衿などの
フェミニンなデザインが多く見られた。

・

・

・

30



無地シャツ
2022 年春に着用者が増加した
シャツだが、今回のリサーチでは
ブラウス34名に対し、シャツ16
名という結果となった。2022 年
4月のリサーチではシャツ着用者
が 63 名だったことから大幅な着
用者の減少となった。

ただし、2021年秋のリサーチと比
較すると変化は見られないため、
23年春には再びシャツの重要性が
高まる可能性があると思われる。

背景としては、シャツを単品トッ
プスで着用する人が少なく、大半
がインナー着用となっていたため
だと考えられる。

コーディネートアイテムとしては、
秋コート、カーディガン、ベスト、
ニットプルオーバーなどさまざま
なアイテムが活用されていた。

・

・

・

・

31



柄ワンピース
ワンピースの着用者は 2021 年
10月が57名だったのに対し、今
シーズンは34名と大幅な着用者
の減少となった。また、2022 年
4月は 46名、6月は 85名と着用
者が多いアイテムだった。

外出シーンが増加していること
からワンピースの着用者は増加
すると予想されたが減少に転じ
てしまった。

ワンピースでは昨年同様、柄物
のワンピースの着用者が最も多
く見られた。柄傾向としては、
ホワイトベース、ダークカラー
ベースの花柄プリントや先染め
チェック柄が着用されていた。

ミディ丈やロング丈が多かった
が、ニーレングスのワンピース
の着用も見られた。

・

・

・

・
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無地ワンピース

キャミソールワンピース

無地ワンピースでは、トレンド
のタイトシルエットは見られず、
フィット &フレアーの着用が多
かった。

カラーはオフホワイトやベージュ
が多く着用されていた。ダンガ
リー素材を使用したワンピースも
見られた。

・

・

2021 年には着用が見られなかっ
たキャミソールドレスだが、今回
のリサーチでは5名の着用が見ら
れた。

インナーにカットソーのトップス
を着用している人が多く、レング
スはミディ丈が着用されていた。
タイトシルエットのキャミソール
ドレスではロングスリットの入っ
たデザインも見られた。

・

・
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ミニワンピース

カットソーワンピース

トレンド面で注目されるミニワンピー
スは、2021年の着用者が11名だっ
たのに対し、今シーズンのリサーチ
では5名と着用者数が減少していた。

新型コロナウイルスへの対応が新た
な局面を迎え、ワンピースやブラウ
ス、スカートなどが増加に転じると
予測されたが、今回の調査ではそ
のような傾向は見られず、2023年
以降の変化に期待する必要がある
と思われた。

・

・

2021年10月のリサーチでは13名が着
用していたカットソーワンピースも今回の
調査では5名と減少していた。

特にミニ丈のカットソーワンピースは2021
年の7名から3名と半数以下となった。

店頭で注目された、ルーズなフーディトッ
プスとタイトミニスカートを組み合わせ
たワンピースの着用などは見られず、ヤ
ングのマーケットのコンサバ化が進んで
いる可能性があるように思われた。

・

・

・
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デニムパンツ①
パンツ対スカートの着用率では、
2021 年がパンツ 57.8%に対しス
カート42.2%だったのに対し、今
回のリサーチではパンツ 60.1%、
スカート 39.9% という結果とな
り、パンツ着用者がわずかだが
増加するという結果となった。

新型コロナウイルスが流行した
2020年から増加していたストレー
トパンツは2021年 10月にはパン
ツ着用率で1位だったが、今回の
リサーチでは5位となった。

今回のリサーチで最も着用者が多
かったパンツは2021年には 2位
だったデニムパンツとなった。た
だし、デザインバリエーションが
拡大したこともあり、デニムパン
ツ着用者は 2021 年の 40 名から
37名に 3名の減少となっていた。

デニムパンツではワイドパンツの着
用者が多く見られた。ライトブルー
系のウォッシュデニムが多かったが、
ローライズなどは見られなかった。

・

・

・

・
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デニムパンツ②

デニムパンツ③

スキニーデニムパンツの着用者も
多く見られた。夏の着用は減少し
ていたが、やや復活傾向にあると
思われた。

ライトブルーデニムのほか店頭で
増加しているブラックデニムの着
用も見られた。

・

・

昨年まで多かったストレートシル
エットのデニムパンツは減少して
いると思われた。ライトブルーデ
ニムからワンウォッシュデニムま
で様々なカラーのデニムが着用さ
れていた。

2022年夏に多かったクラッシュデニ
ムやペイントされたデニムなどは見
られず、全体的にコンサバティブな
デザインが多く着用されていた。

・

・
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デニムパンツ④
着用者の数は少なかったがデニムの
フレアパンツの着用者も見られた。

店頭でもヤングの売場では増加傾
向にあり、今後はさらなる増加も予
想される。

ウォッシュされたライトブルーデニム
が多いものの、ワンウォッシュの濃色
デニムも見られた。

・

・

・
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スキニーパンツ①
夏のリサーチでは、15名と減少
したスキニーパンツが今シーズ
ンのリサーチでは23名と再び増
加に転じていた。

ブラックのスキニーパンツが多
く、そのほかのカラーではホワ
イトやベージュの着用が見られ
た。

コンパクトシルエットのトップ
スなどの着用は見られず、ルー
ズなカジュアルアウターなどと
の着用が多く見られた。

・

・

・
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スキニーパンツ②
スキニーパンツでは、レギンス
やレギパンのようなストレッチ
素材を使用したスキニーパンツ
の着用者も多く見られた。

ブラックが大半であるが、ブルー
などのカラーの着用も見られた。

・

・
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ショートパンツ
ショートパンツの着用者は 22 名
で、2021年 10月の 6名から大幅
な増加となっていた。この傾向は
2022 年夏のリサーチからの継続
であり、ヤング市場においてショー
トパンツは注目すべきアイテムと
なっている。

2021年はウエストにタックを入れた
ボリューム感のあるショートパンツ
が見られたが、今回のリサーチでは
見られず、コンパクトなショートパ
ンツが主流となっていた。

ブラックが多く、それ以外ではホ
ワイトやレッドが着用されていた。
夏よりは少なかったがデニムの
ショートパンツも見られた。

コーディネートではスニーカーや
ショートブーツ、ロングブーツを
使用したスタイルが多かった。

・

・

・

・
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ワイドパンツ
ワイドパンツは 2021 年 10 月の
9名から、今シーズンのリサー
チでは22名と大幅な増加となっ
ていた。

カラーはブラックのほか、ベー
ジュや、ブラウン、さらに、オ
レンジ、グリーン、ブルーなど
のブライトカラーのカラーパン
ツも多く着用されていた。

素材は、カジュアルなコットン
素材も見られたが、全体的には
ドレープ性に優れた合繊素材を
着用する人が多かった。

一部、ボリュームのあるスカパ
ンの着用も見られた。

・

・

・

・
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ストレートパンツ
2021年 10月のリサーチで44名
の着用があり着用率が 1位だっ
たストレートパンツだが、今回
のリサーチでは着用者が21名で
前年の半数以下となっていた。

ストレートパンツの中でもスリ
ムストレートはやや少なくワイ
ドストレートの方が多く着用さ
れていた。

カラーはホワイトが多く、その
ほかブラックなどのベーシック
カラーが着用されていたが、ピ
ンクやグリーンなどのカラーパ
ンツも見られた。

・

・

・
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柄パンツ
ワイドパンツやワイドストレー
トシルエットのパンツでは柄物
のパンツ着用も数多く見られた。

先染めチェックが多かったが、
そのほか、タイダイなどのボカ
シ柄やポップなカラーの柄パン
ツの着用も見られた。

・

・
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フレアパンツ

テーパードパンツ

フレアパンツの着用者は2021年
10月と同じ14名の着用者数だっ
た。

フレアパンツでもベーシックカ
ラーに加えて、レッドやブルー
などのビビッドカラーの着用が
見られた。

・

・

テーパードパンツは 2021 年 10
月の 8名に対して、今シーズン
のリサーチでは 6名と減少して
いた。

キャリアでは一定の着用が見ら
れるテーパードパンツだがヤン
グでは少数派の着用アイテムと
なっている。

・

・
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その他のパンツ
その他のパンツでは、サロペット
の着用者が 6名で 2021 年と同数
の着用となっていた。

着用者は 3名だったが、店頭で増
加しているカーゴパンツの着用が
見られた。店頭展開と実際の着用
にはタイムラグが発生する場合も
多く、今後は着用者が増加すると
考えられる。

・

・
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ロング丈スカート①
スカートの着用率は2021年10月の
42.2%から今回は39.9%と、2.3%
の着用率の減少という結果となった。

スカートのレングス別に見た順位で
は、2021年 10月が、1位ロング、
2位ミディ、3位ミニであったのに
対し、今回のリサーチでは、1位ロ
ング、2位ミニ、3位ミディという
結果であり、ミニとミディの順位が
入れ替わった結果となった。

ロングスカートは 2021年と同じよ
うに着用率は1位だが、2021年10
月は 33名の着用者数であったのに
対し、今回は47名と14 名の増加
となっていた。

ロング丈はミモレ又はマキシ丈のス
カートであり、タイトシルエットは少な
く、フレアースカートやプリーツスカー
ト、マーメイドスカート、ティアード
スカートなどによって構成されていた。

カラーはブラックが多く、そのほか
ホワイトやブラウン、キャメル、ター
コイズブルーなどの着用が見られた。

・

・

・

・

・
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ロング丈スカート②
ロングスカートでは無地のほか、
柄素材のスカートも数多く着用
されていた。

花モチーフのレースやプリント
素材、先染めチェック素材、ジャ
カード素材などさまざまな柄素
材が使用されていた。

柄スカートの場合ではタイトシ
ルエットは少なくフレアース
カートが多く着用されていた。

・

・

・
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ミニ丈スカート①
ミニ丈スカートの着用者は 2021
年の 3位から今シーズンは 2位
に上昇したが、着用者数は 2021
年も今シーズンも 30 名と同じ
だった。

デニムなどはほとんど見られず、
ウール素材やツイード、エコレ
ザー、エコスエードなどが使用
されていた。TW素材などのプ
リーツスカートも着用されてい
た。

足元ではショートパンツやロン
グブーツなどのブーツコーディ
ネートが多く見られた。

・

・

・
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ミニ丈スカート②
ミニ丈スカートでは先染めチェッ
クやアニマル柄、ゴブランジャ
カードなどの柄ものスカートの
着用も見られた。

ミニスカートではブラックのタ
イツを使用している人も見られ
たが大半は生足にミニスカート
を着用していた。インにサイク
ルパンツなどのインナーパンツ
を着用している場合も多いと思
われる。

・

・
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ミディ丈スカート①
ミディ丈スカートは 2021 年 10
月の着用者が 31 名だったのに対
し、今シーズンの着用者は 23 名
と大幅に減少していた。

ミディスカートは一昨年までは長
期間、着用率が 1位だったが、飽
和化が進みレングスのバリエー
ションが拡大しているために着用
率が低下傾向にあると考えられ
る。

ミディ丈スカートではフレアース
カートが減少傾向にあり、タイト
シルエットやマーメイドシルエッ
トのスカートの着用者が増加して
いた。

カラーはブラックが多く、その他
もベーシックカラーが中心となっ
ていた。

素材はウールが中心でエコレザー
やデニムなどの活用も見られた。

・

・

・

・

・
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ミディ丈スカート②

ジャンパースカート

ミディ丈スカートでは柄物のス
カートの着用も見られた。

柄傾向は花柄、ドット柄、先染め
チェック柄などが着用されていた。

シルエットはタイトシルエット、フ
レアーシルエット共に見られた。

・

・

・

ジャンパースカートは 2021 年
10月の着用者が13名だったのに
対し、今シーズンは 10 名の着用
で着用者は 3名の減少だったが、
年間を通して安定したアイテムと
して着用されている。

インナーにブラウスやカットソー
を着用し、アウターにはジャケッ
トやカーディガンを羽織るといっ
たスタイルが多く見られた。

・

・
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BAG

ショルダーバッグ     129　　 51.6％
ハントバッグ　　　  32　　 12.8％

トートバッグ　     67　 　26.8％
リュック　　　     22            8.8％

合計　250

ショルダーバッグ トートバッグ

ハントバッグ リュック
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BAGSHOES HAT&CAP

HAIR　STYLE

スニーカー ショートブーツ

パンプス ロングブーツ

スニーカー　　 135　  48.0％
パンプス　　　   34      12.1％
ローファー             12        4.3％　　

ショートブーツ　 75　  26.7％
ロングブーツ　    25        8.9％

合計　281

ベースボールキャップ 　14
バケットハット　　　　 10 
ベレー                              　4     
ハンチング                           3     合計　21
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ffi



トレンチコート テーラードコート

レザージャケット

レザージャケット テーラードジャケット

ステンカラーコート フードコート ノーカラーコート
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シャツジャケット デニムジャケット

ノーカラージャケット カジュアルジャケット キルティングジャケット

テーラードジャケット スリーブレスジャケット

デニムジャケット

スリーブレス
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ワーク・ミリタリージャケット ボアブルゾン カジュアルブルゾン ファー付ジャケットキルティング
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無地カットソー

無地カットソー

無地カットソー
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無地カットソー

グラフィックカットソー

グラフィックカットソー

無地カットソー
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ワンポイントカットソー カレッジプリントスウェット ボーダーカットソー

ボーダーカットソー 総柄カットソー 無地パーカ

グラフィックカットソー ワンポイントカットソー
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無地パーカ グラフィックパーカ

グラフィックパーカ その他のパーカ カットソーカーディガン

カットソーカーディガン その他のカットソー 無地ニット
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無地ニット

無地ニット

無地ニット
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無地ニットカーディガン

無地ニットカーディガン

無地ニットカーディガン無地ニット
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柄ニット ニットバスト

無地ブラウス

無地ニットカーディガン 柄ニット
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無地ブラウス 柄ブラウス 無地シャツ

無地シャツ

無地ブラウス

柄シャツ スリーブレストップス
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カットソーワンピース ニットソーワンピース

柄ワンピース

キャミソールワンピース

無地ワンピース

無地ワンピース

ミニワンピース

ミニワンピース
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デニムパンツ

デニムパンツ

デニムパンツ

スキニーパンツ
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スキニーパンツ

ショートパンツ

スキニーパンツ

ショートパンツ
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ワイドパンツショートパンツ

ワイドパンツ

ストレートパンツ
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ストレートパンツ

フレアパンツ 柄パンツ

柄パンツ テーパードパンツ

フレアパンツ
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カーゴパンツテーパード サロぺット

ロング丈スカート

ロング丈スカート
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ロング丈スカート

ロング丈スカート

ミニ丈スカート

ミニ丈スカート
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ミニ丈スカート ミディ丈スカート

ミディ丈スカート

ミディ丈スカート ジャンパースカート
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ジャンパースカート
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